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　研究を終了しましたので、下記の通り報告します。
	成果の概要
　Abstract
（和文）

　平成20年度は主に、格子QCDにおいて空間的に非一様な状態をシミュレーションするという課題に取り組んだ。有限温度格子QCD上における非一様状態のシミュレーションは、格子QCDが基礎とするGibbs分布を局所平衡分布へと拡張することで少なくとも原理的には容易に達成される。我々はこのことを指摘し、実際に有限温度SU(3)ゲージ理論に対して局所平衡分布を適用することで非一様状態のシミュレーションを行うことに挑戦した。特に、RHICの原子核衝突実験において近年脚光を浴びている輸送係数に注目し、非一様状態のシミュレーションからずり粘性係数を抽出することを試みた。
　このような解析の結果、局所平衡分布の方法により、格子上に空間的非一様状態が生成されることが確認できた。しかしその一方で、本課題の動機であったずり粘性係数の抽出に関しては、局所平衡分布においては輸送が発生しないという原理的な問題が存在することが判明している。
（英文）

 In this fiscal year, we extended the lattice QCD Monte-Carlo simulation to dealing with spatially inhomogeneous states. This extension can be achieved by promoting the Gibbs ensemble to the locally-equilibrium one. We performed numerical simulations for the SU(3) gauge theory with the latter ensemble, and confirmed that the spatially inhomogeneous states are indeed generated on the lattice. Attempts to extract shear viscosity from this simulation have also been made.
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